
  

 

 

２０２１年もいよいよ残り一週間となりました。今年も新型コロナウイルス感染症と向き 
合いながら，様々な制限がある中での一年でしたが皆様にとってどんな年だったでしょうか。 
子供たちはこのコロナ禍において，様々な不安やストレスなどを抱えながらもそれぞれが 

掲げた目標に向かって，学習や部活動，学校行事など様々なことに一生懸命取り組むことが 
できた一年間だったと思います。私たち職員も学校生活の様々な場面で子供たちの成長を感 
じることができ，大変うれしく思っております。是非，子供たちそれぞれの一年間の頑張り 
を褒めてあげてほしいと思います。保護者の皆様にはこの一年間，子供たちを温かく見守り 
励ましてくださり，様々な場面でご協力をいただきましたことに心から感謝申し上げます。 
本当にありがとうございました。皆様とともに子供たちの更なる成長を願いながら，新たな 
年を迎えられればと思います。どうぞ良いお年をお迎えください。 
 

 

 

 

今日は令和３年最後の授業日。明日から冬休みが始まります。今日まで授業だけでなく，部活動や行事を通して，全校

生徒の皆さんが確かな成長を遂げてくれたこと，本当にうれしく思っています。中でも，特に印象に残っているのが，１０月

の遠中祭です。皆さんは「躍動」と「感動」のある文化祭をつくってくれました。特に，ひときわ輝きを放ち，１・２年生に今後

の目標を示してくれた３年生には感謝の気持ちでいっぱいです。 

さて，今日は，皆さんに「幸せ」と「豊かな生活」についてお話をしたいと思います。皆さんは「幸せ」という言葉からどの

ようなことを思い浮かべますか。勉強ができること。お金持ちになること。社会に出て偉くなること。自分の思いが叶うこと。

健康であること。悩みがないこと。など，いろいろと考えられますね。辞典で「幸せ」を調べると「心の満ち足りた様，さいわい，

運がよいこと」とあります。 

  ところで，「日本で一番大切にしたい会社」と言われる「日本理化学工業」という会社があります。黒板に字を書くチョー

クを作っているこの会社は，社員の７０％以上が，障害がある人です。このようにたくさんの障害がある人が働くようになっ

たきっかけは，約５０年前，ある養護学校の先生が，卒業生二人を雇ってほしいとお願いをしたことです。三度に渡って訪れ

た先生に，社長の大山さんは，採用は無理だが，二週間の就業体験ならと，引き受けることにしたそうです。それから二週

間が経った最終日，１０数人の社員が大山社長の所に来てお願いをしたのです。「勤務時間中に無駄な話もせず，お昼休

みのベルが鳴っても手を休めないほど一所懸命に取り組む二人です。是非正式に雇ってください。」と。 

二人を採用した後も，社長には分からないことがありました。「会社で働くより，福祉施設でのんびり暮らすほうが幸せ」

と思えたからです。ある法事の席で，お坊さんにその疑問を尋ねました。するとお坊さんは，「人間の究極の幸せとは，物や

お金ではなく，『人に愛されること』『褒められること』『人の役に立つこと』『必要とされること』の４つ。このうち，あとの３つ

は施設では味わえません。」と答えたのです。 

それを聞いた大山社長は，「人間の幸せは人に必要とされて働き，自分で稼いで自立すること。そういう場を提供するこ

とが自分のできることではないか」と考え障害がある方々の多数雇用に踏み切ったそうです。このことから学ぶべきこと，そ

れは，心を込めて取り組むこと。心から一所懸命に取り組むことが大切だということです。どのような環境にあっても，何事

にも心を込めて行動できるようにする。そのことが，「人の役に立ち」，「人に必要とされる」ことにつながります。そして，必ず

誰かがそれを見ていて，認め，助け，支えてくれます。また，「豊かな生活」についてもこの「幸せ」に通じるところがあります。

私たちはお金を持っていることを前提にした「物質的な豊かさ」を求めすぎるあまり，「精神的な豊かさ（心の豊かさ）」の

大切さを見失いがちになっていないかと不安を抱くことがあります。「精神的な豊かさ」は目に見えないし，どんなにお金を

積んでも買うことができません。温かく安心できる場所がある，何でも語り合える友達がいる，目標を持って楽しく学校生

活が送れている，将来の夢を実現すべく今できることを頑張っている，そして夢中になれる特技や趣味がある，こうしたこと

から生まれる充実感や満足感，達成感は，皆さんの心にたくさんの栄養を与えてくれています。こうした「豊かさ」がいかに

大切かということに気付けている人は，きっと素敵な人生を送れるはずと，私は考えています。 

この冬休みには，是非「幸せ」とは何か，そして自分とその周りに存在する「目に見えない豊かさ」に目を向け，見付けて，

大切にしてほしいと思います。生徒の皆さん，よい年を迎えてください。 
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今年一年の頑張りを自信に新たな年へ 

～冬休み前 全校集会 学校長挨拶～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

日 曜 主な行事等 授業 給食 部活 日 曜 主な行事等 授業 給食 部活 

１ 土 元日         閉庁日    １７ 月 生徒会朝会 ６時間 〇 ○ 

２ 日              閉庁日    １８ 火 職員会議 ５時間 ○ × 

３ 月              閉庁日    １９ 水 １年スキー教室・公立高希望調査公表 ６時間 ○（２･３年） × 

４ 火 仕事始め    ２０ 木  ６時間 ○ ○ 

５ 水     ２１ 金 箏授業（１・２年） ６時間 ○ ○ 

６ 木    △ ２２ 土 白刈地区書き初め展（白石市中央公民館）   △ 

７ 金 安全点検   △ ２３ 日 白刈地区書き初め展（白石市中央公民館）   △ 

8 土     ２４ 月 心の集会 ６時間 ○ ○ 

９ 日     ２５ 火  ６時間 ○ ○ 

１０ 月 成人の日    ２６ 水 ２年樹氷巡り（中止） ６時間 ○ × 

１１ 火 全校集会，実力テスト ６時間 ○ ○ ２７ 木  ６時間 ○ ○ 

１２ 水 私立高校推薦入試 ６時間 ○ × ２８ 金 ２年樹氷講話（６校時） ６時間 ○ ○ 

１３ 木 特別支援学校入試 ６時間 〇 ○ ２９ 土    △ 

１４ 金 英検 ６時間 〇 ○ ３０ 日    △ 

１５ 土    △ ３１ 月 私立入試事前指導・２年福祉体験 ６時間 ○（1･３年） ○ 

１６ 日    △ ※活動終了 １６：３０ 完全下校 1６：４５ 

日本漢字能力検定協会発表の今年一年の世相を表す漢字一字は第一位が「金」でした。コロナ禍で今年も大変

な一年でしたが，東京オリンピック・パラリンピックで日本人選手が多くの金メダルを獲得したこと，大谷選手
の大リーグ MVP 獲得や藤井聡太棋士四冠獲得など国内外各界で金字塔が打ち立てられたことなど，明るい話題も
多かった年でもありました。来年は６０年に一度の「壬寅（みずのえとら）」の年とのことで，「才能や運気が芽

吹き新しい成長が期待できる年」と言われるのだそうです。来年が皆様にとって，すばらしい一年になりますよ
う心からお祈り申し上げます。 

閉庁日期間中（１２月２９日～１月３日）の緊急時の連絡は【         】にお願いいたします。 

第４０回「全国中学生人権作文コンテスト宮城県大会」 

大河原地区大会【優秀賞】３年 K君「人を知ることで深まる人権」 

大河原地区大会【奨励賞】３年 Sさん「国境を越えて」 

宮 城 県 大 会【河北新報社賞】３年 K君 

 

 令和３年度第６０回宮城県造形教育作品展 

【入選】 ３年 K 君 ・ ３年 Yさん 

 

 第４０回みやぎ児童画展 

【特選】 １年 A 君 

 

 

大河原地区中学校特別支援学級スポーツ大会 

卓球中級 【第３位】 １年 S 君 

 

 白石刈田学校保健会表彰 

【心身健やか生徒賞】３年 T  【心身健やか作文賞】３年 Y さん 

 

 令和３年度大河原地区読書感想文コンクール 

【第Ⅰ類 優良賞】３年  O 君 ・ Eさん ・Sさん 

 

【第Ⅱ類 優良賞】３年 Aさん  

 

 

令和３年度大河原管内

弁論大会【優秀賞】 

演題「やばい」はヤバイ 

３年 K 君 

 

 

宮城県水泳連盟表彰 

【優秀選手賞】 ３年 K君 

 

 

蔵王町表彰（東北中学校水泳競技大会６位入賞の功績を讃えて） 

【褒
ほう

状
じょう

贈呈】 ３年 K君 

 

 


